
県道武生美山線 福井市蔵作町

～道路災害復旧工事～

福井土木事務所 小原英人
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地形概要

福井市

蔵作町

主要地方道 武生美山線
交通量 約３,０００台/日



越廼雨量観測所
7月7日
0時～7時

（mm）

12/

12/4～12/7
106mm/3日

12/11～12/13
86mm/2日
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気象概況

平成29年12月の特記すべき連続降雨量
12/ 4  17：00 ～ 12/ 7   4：00 → 106mm/3日
12/11  18：00 ～ 12/13  17：00 → 86mm/2日

平成29年12月29日
5:28 地すべり発生

平成29年12月25日
先行的地すべり発生



崩
壊
長
１
０
０
ｍ

国道３０５号
Ｗ＝６ｍ

市道
Ｗ＝５ｍ

被災概況
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県道武生美山線←池田町 福井市街→

平成29年12月25日 先行的崩壊が発生
法面の変位を監視するため、伸縮計を設置



崩
壊
長
１
０
０
ｍ

国道３０５号
Ｗ＝６ｍ

市道
Ｗ＝５ｍ

被災概況 （平成29年12月29日 地すべり発生）
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・12/29 1：30 伸縮計が管理基準値(2mm/ｈ以上)を観測したため、全面通行止め
5：28 地すべり発生（人的被害なし）

被災延長66.5m

47.0m

←池田町
福井市街→
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応急仮工事（迂回路）の必要性

福井市

池田町

越前市

大野市
全面通行止

（福井市蔵作町）

鯖江市

福井市街

最短ルート
約１３km
約１６分

迂回ルート
約３３km
約４３分

・蔵作町付近は、池田町方面と福井市街を最短で結ぶルート上にあり、日常生活に必要不可欠な道路
・近くに迂回路が無く、大幅な迂回が必要となる。
蔵作町を発出とした場合、距離は約２０km、所要時間は約２７分増加する。
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応急仮工事（緊急迂回路の確保）

・大幅な迂回を早急に解消するため、足羽川対岸の市道（幅員狭小）を拡幅し、緊急迂回路として使用する。
・地すべり発生翌日に工事着手
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蔵作町

東天田町

池
田
町
↓

地すべり発生地点
福井市蔵作町
（全面通行止）

緊急迂回路
（市道）
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応急仮工事（緊急迂回路の確保）

平成３０年１月４日 地すべり発生から７日目
緊急迂回路が開通（旧鮎見橋の様子）
【片側交互通行：旧鮎見橋の幅員が狭いため、大型車は通行不可】
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応急仮工事（迂回路）の検討

１ 右岸迂回（仮橋・仮道）案 ２ 現道仮桟橋・仮橋案 ３ 市道拡幅案

○ 最も経済的

〇 地すべりによる影響範囲を
回避しており、防災性に優
れる

工事費 ： ２.７ 億円

工 期 ： 約２ヵ月

〇 直線に近く、道路線形がよい

× 河川阻害が大きい。地すべり
に近く、慎重な施工を要する
ため、工期が長い

工事費 ： ４.６ 億円

工 期 ： 約３ヵ月

× 線形が悪く、山際の法面対策
などが複数個所で必要

× 施工中に緊急迂回路が使用で
きない。

工事費 ： ４.５ 億円

工 期 ： 約６ヵ月



応急仮工事（仮橋）の選定結果
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仮橋
(上流側)

仮橋
(下流側)

計画交通量

道路区分

設計速度

車 線 数

幅　　員

20km/h

1車線

4.0m（0.5－3.0－0.5）

幅員構成図

3,033台／日（H27交通センサス）

3種5級

緊急迂回路
（市道）



応急仮工事（仮橋）の施工状況
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旧鮎見橋

信号機

信号機

地すべり現場
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応急仮工事（緊急迂回路の確保）

平成３０年３月２６日 地すべり発生から約３カ月 迂回路開通 【片側交互通行：約４分待ち】

11
緊急迂回路
（市道）
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地形・地質概要
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被災箇所

・多雪地（過去5年間の平均積雪深 138cm）
・標高約110～約200mの北東向き斜面
・法面下部は足羽川の活発な河川浸食を受けやすい
・被災箇所に接して、地すべり地形が群集している
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地形・地質概要
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分布地質：火成岩類（片麻岩・古期花崗岩類）
特 徴：花崗岩は一般に、節理と呼ばれる縦や横の亀裂が発達する。

その亀裂に沿って水や空気が進入すると、粘土鉱物へと変化して「まさ土」化する。
まさ土化が進むと、岩自体は硬質でも、亀裂や節理に囲まれた岩塊が崩壊し、地すべりを起こすこともある。

被災箇所
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調査概要
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弾性波探査
80m

電気探査
80m

弾性波探査
100m

電気探査
110m

電気探査
80m

調 査 項 目 数 量

調査ボーリング 3孔（BV29-1，29-2，29-3)

物理探査、弾性波探査 2測線

電気探査 3測線

パイプ歪計観測 3孔（BV29-1，29-2，29-3)

地下水位観測 3孔（BV29-1，29-2，29-3)

地盤伸縮計 3箇所(S-1～S-3）

定点観測 30箇所（P1～P30）

貫板観測 9箇所（N-1～N-5、N-1’～N-4’)

崩落ブロック

想定地すべり
ブロック



地すべりブロックの設定
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幅＝60ｍ

高
さ
＝

8
5
ｍ

： 定点観測（変動C,D）

： 現地踏査結果

凡 例

： 定点観測（変動A,B）

〇観測実施日
3回目：H30.2.22 4回目：H30.4.5
5回目：H30.4.20 6回目：H30.4.26
7回目：H30.5.4 8回目：H30.5.9

※1，2回目は，豪雪により基準点が破損したためデータは
未使用

現地踏査および定点観測より，地すべり平面範囲を決定



地すべり断面形状の設定
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すべり面 GL-9.6m 
（P波速度1.0km/sec)

速度層の遷急線
1.0km/sec 

すべり面

ﾊﾟｲﾌﾟ歪計変状なし

すべり面 GL-3.7m
（P波速度1.0km/sec)

すべり面形状
P波速度1.0km/secに沿う形状

BV29-3

BV29-1

9.5m

3.5m

擁壁に変状なし

弾性波速度
1.0km/sec

崩
積
土

BV29-2

BV-29-1 GL-9.6mに粘土部確認（すべり面粘土）

BV-29-3  GL-3.7mに粘土部確認（すべり面粘土）

パイプ歪計BN29-1 GL-9.5mに地すべり変動あり

パイプ歪計 BN29-3 GL-3.5mに地すべり変動あり

段差地形が認められる

BV29-1

BV29-3
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荒井名誉教授の見解

移動層は，GL-10m程度まで。弾性波速度

1.0km/sec以下の風化土強風化岩の層。



地すべり断面形状の設定

BV29-1

BV29-2

BV29-3

D=10m 

85m

85m
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地すべり機構解析

12/29の地すべり発生に伴い，上方斜面の不安定化が助長され新たな地すべりの存在を確認

拡大地すべり活動

地すべり発生

降雨

地下水の
供給
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復旧工法の検討（１次選定） 第１案：法面対策案（アンカー工、鉄筋挿入工、吹付枠工）
第２案：排土工案（排土工、鉄筋挿入工、吹付枠工）
第３案：押え盛土工案（盛土工、アンカー工、鉄筋挿入工、吹付枠工）
第４案：河川付替案（河川付替工、地すべり対策擁壁工）
第５案：右岸橋梁案（ポステンＴ桁橋２橋、道路盛土工）
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FH=
GH=111.16

NO.3

A=24m2

施工時押え盛土工

排土工

A=90m2

吹付枠工＋鉄筋挿入工

受圧板工＋アンカー工

吹付枠工＋鉄筋挿入工

横ボーリング工

□300-2000×2000，L=4.5m

□300-2000×2000，L=3.5～4.5m

横ボーリング工

SL=39.8m

SL=52.9m

SL=31m

弾性波速度1.0km/sec

EL172.3

すべり面

横断図(NO.3)

基岩面

DL=110.00
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復旧工法の検討（２次選定）

第１案：法面対策案

吹付枠工＋鉄筋挿入工

受圧板工＋アンカー工

横ボーリング工

横ボーリング工

排土工

施工時押え盛土

吹付枠工＋鉄筋挿入工

概

要

施工延長 L=７７．４m

主要
構造物

アンカー工１３１本、鉄筋挿入工１,２３９本、 吹付枠工４,８６８m、
集排水ボーリング１７本

用地補償 契約対象者が約１００名以上

事業工期 約３年

経済性
約１１．９億円
（工事費 ８．８億円、 用地補償費 ０．０５億円 、 応急仮設 ３．１億円 ）
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第５案：右岸橋梁案

概

要

施工延長 L=５４０m

主要構造物 上流橋梁（ポステンT桁）６８ｍ、下流橋梁（ポステンT桁）９９ｍ

用地補償 契約対象者が約５０名

事業工期 約２年

経済性
約１１.３億円
（ 工事費８．１億円 、 用地補償費 ０．４億円 、 応急仮設２．８億円 ）

経済性、事業工期、防災性
↓

第１案より優れる

復旧工法の検討（２次選定）
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崩落斜面

仮橋(上流側) 仮橋(下流側)
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バイパス案の妥当性

２回目の崩落
令和３年３月７日

３回目の崩落
令和３年５月１０日

・バイパス計画としたことで、道路としては被災を免れた
・法面を防災・減災対策等強化事業推進費で対策中（河川課対応）

R3.5崩壊ブロック

R3.3崩壊ブロック

H29.12崩落ブロック

R3.3崩壊ブロック

H29.12崩落ブロック
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P33
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H29地すべりブロック

H29崩壊ブロック

R3.3崩壊ブロック

R3.5地すべりブロック

BV29-2

BV29-1

S-1

P35

P34

P36

P37

排土工（ラウンディング）

V=3000m3

全排土工

V=63200m3

堆積土砂撤去工 V=34,000m3
植生基材吹付工 A=10,900m2

R3.5崩壊ブロック

H29崩落ブロック

R3.3崩壊ブロック

約１１５ｍ

約１００ｍ

23



上流側 東天田橋（L=６８ｍ）

橋梁の施工状況

A2橋台

A1橋台

A2橋台

P1橋台

A1橋台

A1橋台

A2橋台

A1橋台

P1橋脚

下流側 鮎見橋（L=９９ｍ）

旧鮎見橋

令和２年１月
地すべり発生から
約２年１カ月

令和２年３月
地すべり発生から
約２年３カ月
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A1橋台

P2橋脚

P1橋脚

A2橋台

A1橋台

P2橋脚

P1橋脚

A2橋台25

令和２年８月
地すべり発生から
約２年８カ月

令和２年１１月
地すべり発生から
約２年１１カ月

橋梁の施工状況

上流側 東天田橋（L=６８ｍ） 下流側 鮎見橋（L=９９ｍ）
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上流側 東天田橋（L=６８ｍ）

部分供用
約３８０ｍ

令和２年１２月
地すべり発生から

約３年

令和３年６月
地すべり発生から
約３年６カ月

橋梁の施工状況

下流側 鮎見橋（L=９９ｍ）
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地元の学生さんが揮毫した橋名板 橋名板の取り付け

渡り初め（ウォーキング） 完成した鮎見橋で記念撮影

完成にあたって 令和３年７月４日 バイパスの完成を記念し、橋名板お披露目式、渡り初めを開催。
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令和３年７月７日
地すべり発生から約３年７カ月
バイパスが全線開通し、交通規制を解除。

東天田橋
Ｌ=６８ｍ

鮎見橋
Ｌ=９９ｍ

復旧延長
Ｌ=５４０ｍ
令和３年７月７日
全線開通

至 福井市街

至 池田町
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H29.12.29：地すべり発生（全面通行止）
H30. 1. 4：緊急迂回路供用開始

（片側交互通行：大型車通行止）
H30. 3.26：迂回路全面供用開始

（片側交互通行：約４分待ち）
H31.2.5-6：災害査定（現地）
H31. 4. 4：災害査定（財務省協議完了、保留解除）
R 1. 8.16：橋梁下部工・道路工 工事契約
R 1.11.28：橋梁上部工 工事契約
R 2. 6.30：橋梁上部工付属物 工事契約
R 2.12.23：上流側橋梁完成 380ｍ部分供用開始
R 3. 7. 4：下流側橋梁完成 橋名板お披露目式
R 3. 7. 7：全線供用開始
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